
発　注　動　向

■調査時点　平成２３年１０月調査（平成２３年９月末時点）

■対象企業　１５０社

■調査時期　４半期毎（３、６、９、１２末時点）

■回答企業　　６１社（回答率：４０．６％）

＜業種内訳＞
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■　全業種総合■　全業種総合■　全業種総合■　全業種総合

　震災後から、全体的に生産高は回復傾向ではあるものの、今後の先行きは不透明であるとの結果となっ

た。

　「生産高（３ヶ月前比較）」ＤＩ値は、前回から５．２ポイント増の１９．７と、前回から更なる回復傾向がうかが

える。

　しかしながら、「生産高の前年比較」となると▲１４．８（前回▲７．９）で６．９ポイントの悪化となり、依然前

年ベースまでは戻っていない。

　「３ヶ月先見通し」としても、▲１１．５（前回１０．５）で▲２２．０ポイントと大幅に悪化しており、円高等の影

響から、今後の先行きは厳しいとの見方が強いようである。

　「外注見通し」は▲１３．１（前回▲１４．５）でほぼ横ばいで推移しており、依然マイナスの数値を示し、回復

の兆しは見えない状況である。

【全業種総合 ＤＩ値推移グラフ】

金属製品

-2011.11－

縫製

プラスチック

鉄鋼・非鉄

一般機器

電気機器

輸送用機器

精密機器

4

8

8

8

7

14

8

4

縫製

プラスチック

鉄鋼・非鉄

金属製品

一般機器

電気機器

輸送用機器

精密機器

生産高

(3ヶ月

前比)

生産高

（前年

同月

比）

3ヶ月先

見通し

外注見

通し

今回調査結果（ＤＩ

値）

19.7 -14.8 -11.5 -13.1

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

今回調査結果（ＤＩ値）

-100.0

-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

生産高(3ヶ月前比較） 前年比較

3ヶ月先見通し 外注見通し



■　業種別■　業種別■　業種別■　業種別

■　生産高（3ヶ月前との比較）

【業種別　ＤＩ値推移グラフ（生産高/３ヶ月前との比較）】

　生産高（３ヶ月前比較）は、業種間により、傾向がそれぞれ分かれる結果となった。

　「プラスチック」は５０．０（前回▲２０．０）、「縫製」は７５．０（前回▲３３．３）、「金属製品」は７５．０（前回１

０．０）と大幅に改善となった。しかしながら、「プラスチック」、「縫製」は前年比較の生産高ではマイナスのDI

値であり、依然として前年ベースまでは戻っていない。

　また、「精密機器」は▲２５．０（前回０．０）、「電気機器」は▲５０．０（前回０．０）と大きく悪化となった。

　「鉄鋼・非鉄」は１２．５（前回６６．７）と５４．２ポイントの大幅悪化となるも、プラスのDI値は維持する結果と

なった。

【今回調査結果ＤＩ値】
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■　生産高（前年同月との比較）

■　業況３ヶ月先見通し

【業種別　ＤＩ値推移グラフ（３ヶ月先見通し）】

【業種別　ＤＩ値推移グラフ（生産高/前年同月との比較）】

　生産高（前年比較）も業種間により傾向が分かれる結果となった。

　「金属製品」で６２．５（前回０．０）で６２．５ポイントの大幅改善となった。

　一方で、「電気機器」は▲７８．６（前回▲２６．３）と前回から更に５２．３ポイントもの悪化となり、家電事業

など、業界的にかなり厳しい現状を示している。

　また、「輸送用機器」は▲１２．５（前回▲４１．７）で依然マイナスではあるが、前回から２９．２ポイントの改

善となった。

　「一般機械」は、４２．９（前回５０．０）で微減も、高水準で推移している。

　３ヶ月先の見通しは、「プラスチック」、「金属製品」で改善を示すも、多くの業種で悪化の見通しとなった。

　

　「プラスチック」、「金属製品」は、ともに２５．０（前回１０．０）と１５．０ポイントの改善となった。

　一方で、特に「鉄鋼・非鉄」は▲３７．５（前回５０．０）と８７．５ポイントもの悪化で、急激に先行きが厳しくな

るとの見方が強い。
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■　外注見通し

【業種別　ＤＩ値推移グラフ（外注見通し）】

　外注見通しは、多くの業種で改善を示すも、「鉄鋼・非鉄」、「電気機器」は悪化となった。

　

　「金属製品」は１２．０（前回▲２０．０）で３２．５ポイント改善、「精密機器」も２５．０（▲２５．０）で５０．０ポイ

ントの改善となった。

　一方で、「鉄鋼・非鉄」は▲２５．０（前回０．０）で２５．０ポイント悪化、「電気機器」は▲５７．１（前回▲３１．

６）で、２５．５ポイントの悪化となった。
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